
令和３年度 鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議（東部地区） 次第 

 

 

日 時  令和３年１１月１９日（金） 午後２時～４時 

 

場 所  鳥取県東部庁舎２階２０２会議室 

          （鳥取県鳥取市立川町 6-176 ） 

 

 

次   第 

 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 議 事 

 

（１） サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

 

（２） 各管理者の土砂管理への取組 

・ 千代川流域における流砂系土砂動態の把握に関する検討 

（鳥取河川国道事務所河川管理課） 

 

・ 浜村地区災害復旧工事概要 

（鳥取河川国道事務所道路第二課） 

 

・ 気高海岸侵食対策工事実施状況  

（鳥取県土整備事務所河川砂防課） 

 

・ 湯山海岸における海岸侵食対策の効果検証について  

（鳥取県土整備事務所計画調査課） 

（３） その他 
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令和２年度 鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議（東部地区） 議事概要 

 
日 時：令和３年２月１日（月）午前１０時から１１時３０分 

               場 所：WEB 会議（事務局会場：鳥取県庁第２庁舎６階３６会議室）

            
１ 議事 

（１）サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

サンドリサイクル実施状況、評価分析、今後の方針を海岸ごとに説明。 

[対象海岸：岩美海岸（陸上地区、浦富地区）、千代川右岸、千代川左岸、気高海岸] 

＜主な意見＞ 

委員）ナウファスのデータ波向のとりまとめについて、現状は S極を中心に N 極へ広がっており

ますが、N極を中心にS極へ広がるように修正したほうが見やすいのではないでしょうか。 

現対応状況 ： ナウファスデータを N 極から S 極へ広がるように修正 
委員）浦富海岸について海水浴場の利用面４０ｍが確保できていないのでしょうか？ 

回答）必ずしも４０ｍが確保されてはおりません。地元の観光協会とも調整し、浜から５ｍ水平

部分を確保したうえで、そこから緩傾斜で汀線まで養浜しており、大きな問題はございま

せん。 

委員）海岸によっては侵食傾向という表現についてもう少し別の表現に変えるべきではないでし

ょうか？現状と比較して非常に悪い表現になっていると思います。 

現対応状況 ： 有識者との協議により適切な表現に修正 
委員）井手ヶ浜のサンドリサイクルの実績量について量が少なかったですが、何かありましたで

しょうか？ 

回答）勝部川の土砂の堆積が少なかったため、サンドリサイクル量が少なくなりました。 

委員）陸上海岸で実施されているサンドパックはあくまでも浜崖対策であり、砂浜が維持できる

ものではないため、今後も状況については注視する必要があると思います。 

 

 

（２）各管理者の土砂管理への取組 

■ 岩美海岸(陸上地区)における海岸侵食対策の効果検証について（鳥取県土整備事務所計画調査課） 

・土砂動態の実態整理について、海上養浜が実施された土砂は，投入箇所周辺の沿岸方向で堆積し

ていることが確認できる。 
・サンドリサイクル対策（陸上・海上養浜）の投入場所，投入量を変化させて地形変化解析を実施

した結果，サンドリサイクル事業効果が最大限発揮される対策は，汀線際へ陸上養浜を実施する

対策が最も事業の効果が発揮されることが分かった。 
・今後も深浅測量を今後も継続して実施し、海岸の状況をモニタリングする。また、海岸全体を面

的に測量できるグリーンレーザ測量及びマルチビーム測量を試験的に実施し、Ｒ３も同様の手法

で深浅測量を実施する計画である。 

＜主な意見＞ 

委員）冬季で東漁港の堆積状況はどうですか？ 

  回答）冬季の東漁港は夏季と比較して堆積傾向となっております。今後は面的に測量できるグリー

ンレーザ測量及びマルチビームで詳細をモニタリングしていきたいと考えております。 

 



鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議（東部地区） 運営方針 

 

 

（名称） 

  本会議は、鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議（東部地区）（以下「調整会議」）と称する。 

 

（目的） 

  調整会議は、陸上海岸から長和瀬漁港の区間において、土砂の流れの連続性の確保及び回 

復を目指し、関係機関が連携しながら土砂管理等を促進するため、その方策の検討及び調整

を図ることを目的とする。 

 

（調整内容） 

  調整会議は、上記の目的を達成するため、次に掲げる事項について協議調整を行う。 

  (１) 関係機関の連絡調整に関する事項 

  (２) 土砂管理の効果検証及び事業調整に関する事項 

  (３) その他土砂管理に関して必要な事項 

 

（会議の構成） 

  調整会議は、別表に掲げる構成員によるものとする。 

 

（会議の招集） 

  調整会議は、議事内容を整理した上で事務局が招集することとし、年１～２回の開催を行  

うこととする。 

 

（会議の議事進行） 

  調整会議の議事進行は、事務局において行い、会議を総括するものとする。 

    

（事務局） 

  調整会議の事務を処理するため、鳥取県県土整備部河川課に事務局を置く。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

別紙２ 



別 表 

 

構 成 員 

 

鳥取大学大学院工学研究科教授     黒岩 正光 

    環境省近畿地方環境事務所浦富自然保護官事務所 

    国土交通省鳥取河川国道事務所 

鳥取海上保安署 

    鳥取市経済観光部観光・ジオパーク推進課 

鳥取市農林水産部林務水産課 

    鳥取市都市整備部都市環境課 

    岩美町産業建設課 

    鳥取県観光交流局観光戦略課 

    鳥取県生活環境部砂丘事務所 

  鳥取県農林水産部水産振興局水産課 

   鳥取県県土整備部空港港湾課  

    鳥取県県土整備部鳥取港湾事務所 

    鳥取県県土整備部鳥取県土整備事務所 

 

（事務局） 

    鳥取県県土整備部河川課 


